
要緊急安全確認大規模建築物の耐震診断の結果【長崎県所管分】

1/16

令和6年 6月 14口 現在

の しく

Es=07と して診断
耐震改修済み

Es=07として診断
耐震改修済み

Es=07として診断
耐震改修済み

Es=07と して診断
耐震改修済み

Es=07と して診断
耐震改修済み

Es=07と して診断
耐震改修済み

Es=07と して診断
耐震改修済み

Es=07として診断
耐震改修不要

Es=07と して診断
耐震改修不要

Es=07と して診断
耐震改修済み

Es=07として診断
耐震改修済み

備考

時期内容

耐震改修等の予定

Is/1so=118 CTu・ SD=044

Is/1so=116 CTu・ SD=066

Is/1so=116 CTu・ SD=066

Is/1so=113 CTu・ SD=051

Is/1so=117 CT・ SD=0344

Is/1so=105 CT・ SD=0308

Is/1so=210 CT'SD=0・377

Is/1so=173 CT・ SD=0342

Is/1so=1.80 CT・ SD=0356

構造耐力上必要な部分の地震に
対する安全性の評価の結果

Is/1so=108 CT'SD=0311

Is/1so=1_38 CT・ SD=0306

(―財)日 本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(― 財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年 版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(― 財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第3次診断法」(1990年版)

(一財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(1990年版)

(― 財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(1990年版)

(―財)日 本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(1990年版)

(― 財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(1990年版)

(… 財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(1990年版)

(―財)日 本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(1990年版)

D

C

D

D

D
(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

C

C

C

C

C

C

耐震診断方法の名称

小学校

小学校

建築物の
主たる用途

小学校

長崎県謀早市有喜町
800番地

長崎県諫早市小長井
町小川原浦958番地

建築物の位置

長崎県島原市萩が丘
2丁 目5688番地

諌早市立有喜小学校

諫早市立小長井小学校

島原市立第二小学校

建築物の名称

2

3

No

1
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備考

Es=07と して診断
耐震改修済み

Esこ07として診断
耐震改修不要

Es=0_7として診断
耐震改修済み

Es=07と して診断
耐震改修不要

Es=07と して診断
耐震改修済み

Es=07と して診断
耐震改修済み

Es=07と して診断
耐震改修済み

Es=07として診断
耐震改修済み

Es=07と して診断
耐震改修不要

Es=07と して診断
耐震改修済み

Es=07と して診断
耐震改修済み

耐震改修等の予定

時期内容

構造耐力上必要な部分の地震に
対する安全性の評価の結果

Is/1so=128 CT・ SD=03

Is/1so=256 CT・ SD=045

Is/1sO三 112 CT'SD=032

Is/1so 1 43 CT・ SD=0‐ 55

Is/1so=123 CT・ SD=077

Is/1so=118 CTu・ SD 069

Is/1so=121 CTu・ SD=072

Is/1so=116 Cコ J・ SD=069

Is/1so=1 98 CTu・ SD=1'17

Is/1so=118 CTu・ SD=038

Is/1so=127 CTu・ SD=032

耐震診断方法の名称

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(1990年版)

(― 財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(1990年版)

C
(―財)日 本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(1990年版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(1990年版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(1990年 服)

(―財)日 本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(― 財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年 版)

(―財)日 本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準1に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(―財)日 本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

D
(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年 版)

C

C

C

C

D

D

D

D

D

建築物の
主たる用途

小学校

小学校

小学校

小学校

小学校

建築物の位置

長崎県諫早市高来町
二部壱553番地

長崎県諫早市西里町
800番地

長崎県諫早市飯盛町
中山653番地

長崎県諫早市西小路
町1031番 地 1

長崎県諫早市馬渡町
3番地

建築物の名称

諌早市立湯江小学校

諫早市立長田小学校

諫早市立飯盛東小学校
①棟(管理・普通教室・特別教室棟)

謀早市立上山小学校

諫早市立西置束早小学校

No

4

5

6

7

8
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備考

Es=0_7として診断
耐震改修済み

EsE0 7として診断
耐震改修済み

Es=07と して診断
耐震改修済み

Es=07と して診断
耐震改修不要

Es=07として診断
耐震改修済み

Es=07と して診断
耐震改修済み

Es=07と して診断
耐震改修済み

Es=07と して診断
耐震改修不要

Es=07と して診断
耐震改修済み

Es=07と して診断
耐震改修不要

耐震改修等の予定

時朝内容

構造耐力上必要な部分の地震に
対する安全性の評価の結果

Is/1so=1 09 CTu・ SD=064

Is/1so=102 CTu・ SD=059

Is/1so=1 13 CTu・ SD=0'65

Is/1so=125 Cコ」・SD=972

Is/1sO三 12 CTu・ SDE0 34

Is/1so=116 Cコ
J・ SD=072

Is/1so=116 CTu・ SD=068

Is/1so=116 CTり ・SD=046

Is/1so=116 CTu・ SD=068

Is/1so=166 CTu・ SD=0'97

耐震診断方法の名称

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年 版)

(― 財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(― 財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

D

(― 財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年 版)

(―財)日 本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

D
|

(― 財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年 版)

(― 財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年 版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

D

D

D

D

D

D

D

D

建築物の
主たる用途

小学校

小学校

小学校

小学校

建築物の位置

長崎県謀早市白岩町
3番地1

長崎県平戸市生月町
山田免511

長崎県雲仙市愛野町
乙566番地

長崎県南島原市西有
家町須川33番地 1

建築物の名称

諫早市立真崎小学校

平戸市立山田小学校

雲仙市立愛野小学校

南島原市立西有家小学校

No.

9

10

11

12
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備考

Es=07と して診断
耐震改修済み

Es=07と して診断
耐震改修済み

Es=07と して診断
耐震改修済み

Es=07と して診断
耐震改修不要

Es=0,7として診断
耐震改修不要

Es=07として診断
耐震改修不要

Es=07と して診断
耐震改修済み

Es=07と して診断
耐震改修済み

Es=07として診断
耐震改修済み

Es=07と して診断
耐震改修不要

Es=07と して診断
耐震改修不要

耐震改修等の予定

時期内容

構造耐力上必要な部分の地震に
対する安全性の評価の舘果

Is/1so=117 CTu・ SD=069

Is/1so=125 CTu・ SD=073

Is/1so=116 CTu・ SD=067

Is/1so=1.232 CTu・ SD=035

Is/1so=2799 CTu・ SD=052

Is/1so=1388 Cコ」・SDi0 799

Is/1so=1161 Cコ」・SD=067

Is/1so=132 Cコ」・SD=075

Is/1so=126 CTu・ SD=0'72

Is/1so=耳 .5 CTu・ SD=085

Is/1so=1 19 CTu・ SD=068

耐震診断方法の名称

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(― 財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

D
(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年 版)

(― 財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年 版)

(―財)日 本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(― 財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(一財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年 版)

D甥隠製競瀧 趨 報
|める「第2次診断法」(2001年 版)

(―財)日 本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(―財)日 本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(― 財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

D

D

D

D

D

D

D

D

D

建築物の
主たる用途

小学校

小学校

小学校

小学校

小学校

建築物の位置

長崎県南島原市加津
佐町己3325番地

長崎県南島原市南有
馬町乙991番地

長崎県西彼杵郡長与
町斉藤郷370番地

長崎県東彼杵郡川棚
町中組郷1555

長崎県東彼杵郡波佐
見町湯無口郷808番
地

建築物の名称

南島原市立加津佐東小学校

南島原市立南有馬小学校
校舎1-1棟・校舎¬-2棟

長与町立長与北小学校

川棚町立川棚小学校
013-1練、013-2練、013-3ィ 陳

波佐見町立東小学校

No

13

14

15

16

17
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備考

Es=07と して診断
耐震改修済み

Es=07と して診断
耐震改修済み

Es=07と して診断
耐震改修済み

Es=07と して診断
耐震改修済み

Es=07と して診断
耐震改修不要

Es=07と して診断
耐震改惨済み

Es=0,7として診断
耐震改修済み

Es=07として診断
耐震改修済み

Es=07と して診断
耐震改修済み

Es=07と して診断
耐震改修済み

Es=07と して診断
耐震改修済み

Es=07と して診断
耐震改修済み

耐震改修等の予定

時期内容

構造耐力上必要な部分の地震に
対する安全性の評価の結果

Is/1so=1 19 CTu・ SD=0‐68

Is/1so=108 Cコ J・ SD=062

Is/1so=112 CTu・ SD=064

Is/1so=1.12 CTu・ SD=064

Is/1so=1 17 CTu・ SD=068

Is/1so=167 CTu・ SD=034

Is/1so=116 CTu・ SDこ066

Is/1so=1 19 CTu・ SD=0‐ 52

Is/1so=180 Cコ J・ SD=102

Is/1so=1 14 CTu・ SD=043

Is/1so=1 09 CTu・ SD=062

Is/1so=113 CTu・ SD=059

耐震診断方法の名称

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(― 財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

D

|

(―財)

コンクリ
日本建築防災協会による「既存鉄筋
―卜造建築物の耐震診断基準」に定

める「第2次診断法」(2001年版)

(― 財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年 版)

(―財)日 本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(―財)日 本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(― 財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準1に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(― 財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(― 財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版 )

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

D

D

D

D

D

D

D

D

D

D

D

建築物の
主たる用途

小学校

小学校

小学校

中学校

中学校

建築物の位置

長崎県北松浦郡佐々
町中川原免111番地 1

長崎県北松浦郡佐々
町須崎免389番地

長崎県南松浦郡新上
五島町奈摩郷10番地
1

長崎県島原市城内1

丁目1222番 地

長崎県諌早市小長井
町小川原浦865番地

建築物の名称

佐々町立佐々小学校

佐々町立口石小学校

新上五島町立上郷小学校
12棟(普通特別数室棟)、

13棟(普通特別教室棟)

島原市立第一中学校

雷束早市立小長井中学校

No

18

19

20

21

22



6/16

備考

Es=07と して診断
耐震改修済み

Es=07と して診断
耐震改修不要

Es=07として診断
耐震改修済み

Esこ07として診断
耐震改修不要

Es=07と して診断
耐震改修済み

Es=07と して診断
耐震改修済み

Es=07と して診断
耐震改修済み

Es=07と して診断
耐震改修済み

Es=07と して診断
耐震改修済み

Es=07と して診断
耐震改修不要

Es=07として診断
耐震改修済み

耐震改修等の予定

時期内容

構造耐力上必要な部分の地震に
対する安全性の評価の結果

Is/1so=1 18 Cttu・ SD=053

Is/1so=213 CTu・ SD~037

Is/1so=136 Cコ」・SDE0 51

Is/1so=200 CTu・ SD=041

Is/1so=119 CT・ SD=035

Is/1so=124 CT・ SD=030

Is/1sO三 118 CTu・ SD=0'66

Is/1so=121 Cコ」・SD=064

Is/1so=125 CTu・ SD=0'71

Is/1so=105 CTu・ SD~040

Is/1so=116 Cコ」・SD=065

耐震診断方法の名称

(― 財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年 版)

(―財)日 本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(― 財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年 版)

(―財)日 本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(―財)日 本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第3次診断法」(1990年版)

(― 財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築勃の耐震診断基準」に定
める「第3次診断法」(1990年 版)

(― 財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年 版)

(― 財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準Jに定
める「第2次診断法」(2001年版)

D
(―財)日 本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年 版)

(―財)日 本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(― 財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

D

D

D

D

C

C

D

D

D

D

建築物の
主たる用途

中学校

中学校

中学校

中学校

建築物の位置

長崎県諫早市高来町
小峰274番地

長崎県諫早市城見町
35番 1号

長崎県諫早市森山町
下井牟田455番地2

西海市西海町黒口郷
518番地

建築物の名称

諫早市立高来中学校

諌早市立北諫早中学校

諫早市立森山中学校

西海市立西海中学校
(旧 西海北中学校)

No

23

24

25

26
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備考

Es=07と して診断
耐震改修済み

Es=07と して診断
耐震改修不要

Es=07と して診断
耐震改修済み

Es=07として診断
耐震改修済み

Es=07として診断
耐震改修不要

Es=07と して診断
耐震改修済み

Es=07として診断
耐震改修済み

Es=07と して診断
耐震改修済み

Es=07として診断
耐震改修済み

Es=07と して診断
耐震改修不要

耐震改修等の予定

時期内容

構造耐力上必要な部分の地震に
対する安全性の評価の結果

Is/1so=114 CTu・ SD=034

Is/1so=142 Cコ」・SD=033

Is/1so=1 16 CTu・ SD=030

Is/1so=1_18 CTu・ SD=069

Is/1so=105 CTu・ SD=040

Is/1so=1 09 CTu・ SD=063

Is/1so=114 CTu・ Sじ=066

Is/1so=108 CTu・ SD=063

Is/1so=121 CTu・ SD=074

Is/1so=1 12 CTu・ SD=032

耐震診断方法の名称

(―財)日 本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(― 財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(―財)日 本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(― 財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年 版)

(―財)日 本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(― 財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(― 財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(―財)日 本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

D

D

D

D

D

D

D

D

D

D

建築物の
主たる用途

中学校

中学校

中学校

中学校

建築物の位置

西海市西海町瀬戸樫
浦郷1624番 地

長崎県雲仙市国見町
土黒乙370番地

長崎県雲仙市瑞穂町
西郷辛1135番 地 1

長崎県南島原市西有
家町須川91番地

建築物の名称

西海市立大瀬戸中学校

雲仙市立国見中学校
1-1棟・刊-2棟・可-3棟・1-4棟
【管理・教室棟】

雲仙市立瑞穂中学校

南島原市立西有家中学校

No

27

28

29

30
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備考

Es=07と して診断
耐震改修済み

Es=97として診断
耐震改修済み

Es=07と して診断
耐震改修不要

Es=07と して診断
耐震改修済み

耐震改惨済み

Es=07と して診断
耐震改修不要

Es=07として診断
耐震改修済み

Es=07と して診断
耐震改修不要

Es=07と して診断
耐震改修済み

Es=07と して診断
耐震改修済み

Es=07として診断
耐震改修済み

Es=07と して診断
耐震改修済み

耐震改修等の予定

時期内容

構造耐力上必要な部分の地震に
対する安全性の評価の結果

Is/1so=139 CTu・ SD=080

Is/1sb=114 CTu・ S。=065

Is/1soこ 1 08 CTu・ SD=061

Is/1so=116 CTu・ SD=061

Is=095 q=119

Is/1so=1 08 CTu・ SD=064

Is/1so=116 CTu・ SD=068

Is/1so=210 Cコ」・SD=037

Is/1so=121 CTu・ SD=070

Is/1so=125 CTu・ SD=071

Is/1so l17 CTu'SD=0‐68

Is/1so=105 CTu・ S,=060

耐震診断方法の名称

(― 財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

D
(―財)

コンクリ
日本建築防災協会による「既存鉄筋
―卜造建築1勿 の耐震診断基準」に定

める「第2次診断法」(2001年 版)

(―財)日 本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(― 財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリエト造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(― 財)日本建築防災協会による「既存鉄骨
造建築物の耐震診断指針」(1996年版)

(―財)日 本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(―財)日 本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(― 財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年 版)

(― 財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(― 財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年 版)

D

D

D

A

D

D

D

D

D

D

D

建築物の
主たる用途

中学校

中学校

中学校

中学校

建築物の位置

長崎県南島原市有家
町山川344番地

長崎県南島原市北有
馬町T248番地

長崎県南島原市南有
馬町乙856番地5

長崎県南島原市布津
町乙1653番 地

建築物の名称

南島原市立有家中学校

南島原市立北有馬中学校

南島原市立南有馬中学校

南島原市立布津中学校

No.

31

32

33

34
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備考

Es=07と して診断
耐震改修済み

Es=07と して診断
耐震改修済み

Es=07と して診断
耐震改修済み

Es=07と して診断
耐震改修不要

Es=07と して診断
耐震改修不要

Es=07と して診断
耐震改修済み

Es=07と して診断
耐震改修済み

Es=07として診断
耐震改修不要

Es=07と して診断
耐震改修不要

Es=07として診断
耐震改修済み

Es=07と して診断
耐震改修不要

Es=07として診断
耐震改修不要

耐震改修等の予定

時期内容

構造耐力上必要な部分の地震に
対する安全性の評価の結果

Is/1so=114 Cコ
J・ SD=070

Is/1so=1_1l CTけ・SD=063

Is/1so=11l CTu・ SD=045

Is/1so=120 CTu・ SD=030

Is/1so=3_18 C“
J・ SD=180

Is/1so=139 CT・ SD=063

Is/1so=126 CT・ SD=034

Is/1so=194 CT・ SD=069

Is/1so=137 CT'SD=036

Is/1so=110 Cコ」・SD=064

Is/1so=125 CTu・ SD=073

Is/1so=205 CTu・ SD=079

耐震診断方法の名称

(―財)日 本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年 版)

(―財)日 本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(―財)日 本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(―財)日 本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(― 財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(― 財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(1990年版)

(― 財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(1990年 版)

C
(―財)日 本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(1990年 版)

(―財)日 本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(1990年版)

(― 財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(― 財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法J(2001年版)

(― 財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

D

D

D

D

D

C

C

C

D

D

D

建築物の
主たる用途

中学校

中学校

中学校

中学校

建築物の位置

長崎
佐町

県南島原市加津
己3370番地

長崎県西彼杵郡長与
町吉無田郷322番地

長崎県東彼杵郡東彼
杵町蔵本郷1666

長崎県東彼杵郡東彼
杵町平似田郷8211

建築物の名称

南島原市立加津佐中学校
校舎3-1棟・3-2棟

長与町立長与第二中学校

東彼杵町立復杵中学校

東彼杵町立千綿中学校

No.

35

36

37

38
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備考

Es=07と して診断
耐震改修済み

Es=07と して診断
耐震改修不要

Es=07として診断
耐震改修不要

Es=0,7として診断
耐震改修済み

Es=07と して診断
耐震改修済み

Es=07と して診断
耐震改修不要

Es=07と して診断
耐震改修不要

Es=07と して診断
耐震改修済み

Es=0,7として診断
耐震改修済み

耐震改修等の予定

時期内容

構造耐力上必要な部分の地震に
対する安全性の評価の結果

Is/1so=135 CTu・ SD=0・ 56

Is/1so=123 CTu・ SD=036

Is/1soヨ 132 CTu・ SD=0766

Is/1soこ 1_12 CTu・ SD=028

Is/1so=114 CTu・ SD=033

Is/1so=1 51 CTu・ SD=0851

Is/1so=151 Cコ」・SD=0851

Is/1so=1_10 CIv・ SD=066

Is/1so=108 CTu・ SD=044

耐震診断方法の名称

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(― 財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(―財)日 本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(― 財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(― 財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年 版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(― 財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年 版)

D

D

D

D

D

D

D

D

D

建築物の
主たる用途

中学校

中学校

中学校

建築物の位置

長崎県東彼杵郡川棚
町中組郷1380

長崎県東彼杵郡波佐
見町折敷瀬郷1999番

地

長崎県北松浦郡佐々
町本田原免111番地

建築物の名称

川棚町立川棚中学校
010-1棟、011-1棟

波佐見町立波佐見中学校

佐々町立佐々中学校

N。 .

39

40

41
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■病院、診療所

建書え工事済

限る。)に限る。)に適合するものであることを
確認する方法

1日

確認できる
法

分 は 、

の規定(構造耐力に係る部
地震に係る部分に

F病院
島市立大村市民病院42
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■劇場、観覧場、映画館、演芸場

令和6年度耐震改俸工事中文化会館諫早市宇都町9-2

諫早文化会館

43
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■百貨店、マーケットその他の物品販売業を営む店舗

1除

却済店舗
長崎県島原市弁天町
―丁目7080番地5

イオン島原店
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■ホテル、旅館

備考

U=117と して診断
耐震改修不要

耐震改修不要

耐震改修不要

耐震改修不要

耐震改修等の予定

時期

検討中
平成28年度実施済

未定

内容

耐震改修
補強設計

耐震改修

構造耐力上必要な部分の地震に
対する安全性の評価の結果

Is/1so=148 CT・ SD=085

Is/1so=031 CTu・ SD 016

Is/1so=021 CTu・ SD=014

Is/1so=098 CTu'SD=022

Is/1so=019 CTu・ SD=006

Is/1so=043 CTu・ SD=022

Is/1so=223

Is=041 q=128

Is/1so=021 Cコ」・SD=004

Is/1so=1.06 CTu・ SD=042

Is/1so=133 CTu・ SD=053

耐震診断方法の名称

(―財)日 本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリートと建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(1990年版)

(―財)日 本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年 版)

(― 財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年 版)

(―財)日 本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(― 財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(― 財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第1次診断法」により想定する地震動に
対して所要の耐震性を確保していることを確
認する方法

A
(― 財)日本建築防災協会
造建築物の耐震診断指針

による「既存鉄骨
」(2011年 版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

鉄骨が売腹
材の場合

(― 財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準Jに定
める「第2次診断法」(2001年版)

(―財)日本建築防災協会によ
る「既存鉄骨鉄筋コンクリート
造建築物の耐震診断基準」に
定める「第2次診断法」(2009年
H長 )

C

D

D

D

D

D

B

D

E

D

建築物の
主たる用途

宿泊施設

ホテル

ホテヅレ

建築物の位置

長崎県諫早市白木峰
田丁1109-1

長崎県平戸市大久保
町2231番地3

長崎県平戸市川内町
55番地

建築物の名称

国立諌早音少年自然の家
管理研修棟

平戸海上ホテル

ホテル面風

No.

45

46

47
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備考

建替え工事済

建替え工事済

建替え工事済

耐震改修等の予定

時期

未定

令和6年度～
令和8年度

未定

内容

建替え

建替え

耐震改修及び建替え

耐震改修

構造耐力上必要な部分の地震に
対する安全性の評価の結果

Is/1so=0,39 CTu・ SD=026

確認できる

確認できる

確認できる

Is/1so=056 Cru・ SD=028

Is/1so=029 CTu'SD=0‐15

Is/1so=031 Cコ」・SD=019

Is=005 q=020

Is/1so=041 C刊・SD=020

Is=01l q=047

耐震診断方法の名称

(― 財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年 版)

建築物の構造耐力上主要な部分が昭和56

年6月 刊日以降におけるある時点の建築基準
法 (昭和25年法律第201号)並びにこれに基
づく命令及び条例の規定 (構造耐力に係る部
分 (構造計算にあつては、地震に係る部分に

限る。)に限る。)に適合するものであることを
確認する方法

建築物の構造耐力上主要な部分が昭和56

年6月 1日 以降におけるある時点の建築基準
法 (昭和25年法律第201号)並びにこれに基
づく命令及び条例の規定 (構造耐力に係る部
分 (構造計算にあっては、地震に係る部分に
限る。)に限る。)に適合するものであることを
確認する方法

建築物の構造耐力上主要な部分が昭和56

年6月 1日 以降におけるある時点の建築基準
法 (昭和25年法律第201号)並びにこれに基
づく命令及び条例の規定 (構造耐力に係る部
分 (構造計算にあっては、地震に係る部分に

限る。)に限る。)に適合するものであることを
確認する方法

(― 財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年 版)

鉄骨が売腹
材の場合

(― 財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年 版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄骨
造建築物の耐震診断指針」(2011年版)

D
(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築勃の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年 版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄骨
造建築物の耐震診断指針」(2011年版)

(―財)日 本建築防災協会によ
る「既存鉄骨鉄筋コンクリート
造建築物の耐震診断基準」に
定める「第3次診断法」(2009年
版)

D

F

F

F

D

E

D

A

A

建築物の
主たる用途

ホテル

旅館

ホテル

旅館

ホテル

ホテル

建築物の位置

長崎県雲仙市小浜町
雲仙380番地2外

長崎県雲仙市小浜町
雲仙320番地6

長崎県雲仙市小浜町
雲イ山320-11

長崎県雲仙市小浜町
北本町905

長崎市雲仙市小浜町
北本町1681番 地 1

長崎県雲仙市小浜町
129-3タ ト

建築物の名称

有明ホテル

雲仙宮崎旅館

雲仙九州ホテル

伊勢屋旅館

浜観ホテル

ホテル東洋館

No

48

49

50

51

52

53
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■幼稚園、保育所

Esミロとして診断
耐震改修済み

Es幻 .7として診断
耐震改俸済み

耐震改修不要

ls/1so=1.12 Clu・ SD 04

Is/1so=1.22 Clu・ SD~0・ 77

Is/1so翌.∝ 睛 ・SD=067

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2017年版〉

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

D

D

D

幼雅園

幼稚園
長崎県大村市水主町
2T日 609-7

長崎県謙早市白岩町
3-2

長崎星美幼稚口

諫早清水幼稚園

54

55
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■保健所、税務署その他これらに類する公益上必要な建築物

建替え工事済

U=1.25と して診断
耐震改修不要

Z=10と して診断
U=15として診断

U=125として診断
耐震改修済み

U=125として診断

U=モ _25と して診断

未定

未定

建誉え

検討中

Is/1so=173 CTu・ SD=1‐07

Is/1so=113 CTu・ SD=0・69

Is/1so=0 23 Cttu・ SD=0‐ 18

Is/1s‐ 050 CTu・ Sp=謝 39

確認できる

Is/1so=021 C刊・SD=0・ 218

建築物の構造耐力上主要な部分が昭和56

年6月 1日 以降におけるある時点の建築基準
法 (昭和25年法律第201号)並びにこれに基
づく命令及び条例の規定 (構造耐力に係る部
分 (構造計算にあつては、地震に係る部分に
限る。)に限る。)に適合するものであることを
確認する方法

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築勃の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
ある「第2次診断法」(2001年版 )

(一財)日 本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

F

D

D

D

D

D

市庁舎

市庁舎

市庁舎

市庁舎

長崎県五島市福江町
1番1号

長崎県大村市玖島1

丁目25番地

長崎県平戸市岩の上
町1508番 地3

長崎県松浦市志佐町
里免365

五島市役所本庁庁舎

大村市役所本館

平戸市役所本庁舎

松浦市役所

56

57

58

59
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附表  耐震診断の評価の結果と構造耐力上主要な部分の地震に対する安全性の評価

構造耐力上主要な部分の地震に対する安全性

Ш

大規模の地震の振動及び衝撃に対して倒壊し、
又は崩壊する危険性が低い。

06<Is かつ 10≦ q

10≦ Is/1so

10≦ Is/1soか つ 03≦ CT・ SD≦ 125

125<CT・ SD

10≦ Is/1so かつ 03・ Z・ G・ U≦ CTu・ SD

10≦ I,/1so かつ 025・ Z・ Rt・ G・ U≦ CTu・ SD

10≦ Is/1so か つ 028・ Z・ R・ G・ U≦ CTu・ SD

確認できる

E

大規模の地震の振動及び衝撃に対して倒壊し、
又は崩壊する危険性がある。

左右以外の場合

左右以外の場合

左右以外の場合

左右以外の場合

左右以外の場合

I

大規模の地震の振動及び衝撃に対して倒壊し、
又は崩壊する危険性が高い。

Is<03又 は q<05

Is/1so<05 》とは CT'SD<015・ Z・ G・ U

Is/1so<05 又は CTu・ SD<015・ Z・ G・ U

Is/1so<0_5 又は CTu・ SD<0125・ Z・ RI・ G・ U

Is/1so<05 又は CTu・ SD<014・ Z・ Rt・ G・ U

耐震診断方法の名称

A
(―財)日本建築防災協会による「既存鉄骨造建築物の耐震診
断指針」(1996年版、2011年版)

1 る地

震動に対して所要の耐震性を確保していることを確認する方法

(― 財)日本建築防災協会による「既存鉄筋コンクリート造建築
物の耐震診断基準」に定める「第2次診断法」及び「第3次診断
法」(1990年 版)

(― 財)日本建築防災協会による「既存鉄筋コンクリート造建築
物の耐震診断基準」に定める「第2次診断法」及び「第3次診断
法」(2001年 版、2017年版)

(―財)日本建築防災協会による「既存
鉄骨鉄筋コンクリート造建築物の耐震
診断基準」に定める「第2次診断法」及
び「第3次診断法」(2009年版)

が充腹材の場合

の場

建築物の構造耐力上主要な部分が昭和56年 6月 1日 以降にお
けるある時点の建築基準法(昭和25年法律第201号)並びにこ
れに基づく命令及び条例の規定(構造耐力に係る部分(構造計
算にあっては、地震に係る部分に限る。)に限る。)に適合する
ものであることを確認する方法

B

C

D

E

F

(※ )震度6強から7「こ達する程度の大規模地震に対する安全性を示す。
いずれの区分に該当する場合であつても、違法に建築されたものや劣化が放置されたものでない限りは、震度5強程度の中規模地震に対しては損傷が生ずるおそれは少なく、倒壊するおそれはない。

(※ )備考に記載の無い場合は、Z=08、 R七 10、 G=10、 U=10と して耐震診断されている。

(※ )長崎県内の学校等の多くは、第2次診断法の場合、通常はEs=06とするものを、Es=07とし、より高い耐震性を目標としている。


